
別紙
Ⅰ．事業評価総括表 

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接

交付金事業者名
交付金事業に要し

た経費
交付金充当額 備 考

11,467,0001
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

みどり市消防団第15分団
消防ポンプ自動車整備事
業

みどり市 21,813,150



Ⅱ．事業評価個表

無

　  　      
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

みどり市消防団第15分団消防ポンプ自動車整備事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 みどり市
交付金事業実施場所 みどり市東町沢入549番地2
交付金事業の概要 消防ポンプ自動車　1台

総事業費 21,813,150
交付金充当額 11,467,000
うち文部科学省分
うち経済産業省分 11,467,000

交付金事業の成果目標

現在の第15分団消防ポンプ自動車は、平成10年8月に購入して18年が経過しており、シャシー及びポン
プの老朽化が著しく、度重なる修理を行って使用している状況です。
消防活動は、地域住民の生命と財産を保護するという使命を担っているため、緊急時等には確実に出動
できるようにする必要があります。このため、機能回復の一環として消防ポンプ車を更新し、団員の意識
の高揚を図るとともに市民の安心・安全の暮らしを確保します。

交付金事業の成果指標
有事の際、車両トラブル等がなく確実に出動できるよう出動率100%を目標とします。
(迅速に災害現場まで出動した回数や被害を軽減する活動を実施した状況)
車体の安全性能等の向上(坂道発進補助装置、エアバッグ、ABS、イモビライザーの搭載)

交付金事業の成果及び評価

消防ポンプ自動車1台を更新しました。消防ポンプ自動車が新しくなったことで、消防機能の維持強化が
図られたとともに、団員の士気高揚、地域住民の安心・安全確保に大きく寄与しています。
購入後、平成30年4月26日現在、緊急時(火災)の出動回数1回(出動率100%)であり、火災鎮圧・延焼防
止に貢献し、地域住民の安心・安全を確保することができました。
また、車体の安全性能等を向上(坂道発進補助装置、エアバッグ、ABS、イモビライザーの搭載)させるこ
とができました。

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

消防ポンプ自動車の購入 指名競争入札 株式会社モリタ東京営業部 21,813,150

（２）番号の欄は、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

計 21,813,150
成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無 交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度
　（備考）（１）事業ごとに作成すること。 

（３）交付金事業の成果目標の欄は、発電用施設周辺地域整備法第1条（目的）を踏まえて具体的に記載すること。
（４）交付金事業の成果指標の欄は、成果目標を踏まえて定量的な指標を記載すること。
（５）交付金事業の成果及び評価の欄は、進捗度、利用量並びに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。
（６）交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
（７）成果及び評価に係る第三者機関等を活用の有無の欄については、第三者機関等を活用した場合にあっては、その名称及
び構成員等を記載


